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有山　　襄　　竹原　靖明　　望月　福治

二村　雄次

角谷　眞澄　　神澤　輝実　　工藤　正俊

下瀬川　徹　　梛野　正人　　真口　宏介

秋本　　伸　　朝倉　　徹　　跡見　　裕

安藤　久實　　猪狩　功遺　　池田　靖洋

石川　洋子　　市川　智章　　伊東　克能

乾　　和郎　　今井　　裕　　植木　敏晴

太田　哲生　　岡崎　和一　　梶原　建煕

兼松　雅之　　神谷　順一　　川崎　誠治

鬼島　　宏　　木下　壽文　　木村　　理

熊田　　卓　　小井戸一光　　神代　正道

近藤　　哲　　税所　宏光　　坂元　亨宇

佐々木　洋　　須田　耕一　　須山　正文

高安　賢一　　高山　忠利　　竹内　和男

田中　雅夫　　土井隆一郎　　長川　達哉

長谷部　修　　廣橋　伸治　　堀口　祐爾

松井　　修　　森　　　宣　　森安　史典

柳澤　昭夫　　山雄　健次　　山下　康行

竜　　崇正　　渡辺　五朗　　渡辺　英伸
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医学書院が保有いた 
　　します． 

（年間 6 冊）（送料弊社負担） 

　今回の特集は「肝区域性・領域性異常の画像と病態」である．肝区域
性・領域性異常の画像所見から，その成因ならびに病変の本体に迫る
ことが，適切な治療選択の一助となることを伝えたく企画した．肝内
に区域性・領域性の異常所見を画像診断で認めることがある．これら
は腫瘤性病変に付随することもあれば，腫瘤がないにもかかわらず認
められることもある．その領域は，動脈や門脈の還流域，肝静脈性の
流出域，あるいは胆管の拡張域と関連していることがあり，「偽病変」
として画像上に出現する．また領域の血流変化や胆汁うっ滞が持続
すると様々な組織学的変化が二次的に生じ，時として画像所見に反映
され「偽腫瘍」として問題になる．これらを的確に識別するとともに，
成因となっている「真の異常」を見出す必要がある．
　本特集は，松井修先生の序をはじめにお読みいただきたい．肝内に
認められる区域性・領域性異常の画像診断の歴史が理解できる．そし
て，松井先生がこの領域の画像と病態を解明してきた先駆者であり，
かつ第一人者であることが改めて認識いただけると思う．各論とし
て，A-Pシャントの画像を上田和彦先生に，門脈血流障害の画像と病
態を小林聡先生に，肝静脈血流障害の画像と病態を松枝清先生に，胆
管障害に伴う区域性異常の画像と病態を蒲田敏文先生に，そして静脈
血流還流破格の画像と病態を桑原好造先生にそれぞれご執筆いただ
いた．どれも明快な解説と秀逸の画像を堪能できる．
　肝血管系あるいは胆管系の異常に関連して生じる肝の区域性・領域
性の病理学的異常を中沼安二先生に解説いただいた．急性肝炎のよ
うに，領域性の肝実質障害をきたすが血管・胆管の支配領域とは一致
しない病理学的変化についても言及されている．小葉内に出現する
早期の変化を捉えられるような高分解能の画像が出現すれば，こうし
た異常と脈管系の異常に伴う実質変化との画像所見の相違も明らか
ととなり，肝の病理病態や背景因子の理解がさらに進むことが期待さ
れる．
　山下康行先生の講座「Q&Aで綴る画像診断学再考」も軌道に乗って
きた．読者の画像への理解を深められる優れものの企画である．技
術講座である「超音波内視鏡ガイド下穿刺術（EUS-FNA）―私のコツ」
も各施設で活躍するエキスパートの技を紙上で学べる画期的な連載
である．今後も読者の皆さんに役立つ紙面をお届けできるよう心新
たに努力していきたい．
　今年の正月は，例年雪に見舞われる金沢に雪はまったく降らず，ア
ルプス越えにも難渋しなかった．ところが逆に松本に雪が降り，凍っ
た雪で市内の移動に日々，苦労している．これは，局地的かつ今年だ
けの異常として片付けることができるだろうか．地球規模で猛暑や
大寒波が発生しており，地球温暖化がその原因として論じられてい
る．すでにその影響が身近に降りかかってきている恐れがある．何
事もわずかな異常も見逃さず原因を解明するとともに，抜本的な対策
を講ずることが肝要である．今冬の異常な気象はその点で肝の区域
性・領域性異常に通じるものを感じさせる． （角谷　眞澄）
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